
 

●国会で TPP批准をめ

ぐる論戦が交わされて

いる 18日、高知県園芸

連 95周年記念平成 29

園芸年度「高知県園芸

品販売拡大推進大会」

が開催された。 

 多国籍企業のために関税と非関税障壁を

なくし、国民生活に悪影響を与えるのが TPP。

米国の大統領選で２人の候補が TPPに反対

している背景には、多国籍企業のために雇

用を壊される米国民の怒りがある。 

●本県園芸連の野菜や花きの販売高は 1992

年（平成４年）935億円をピークに減少傾向

で今は 600億円を挟む奮闘が続いている。

来年度は「全力全進」をスローガンに販売

目標額 650億円が掲げられた。 

しかし、大会スローガンにも大会宣言にも、

そして挨拶に立った主催者や来賓者からも、

本県の産業振興計画に基づく生産力向上・

産地強化など地域経済振興の努力を台無し

にする「TPP批准許さず」の声は、残念なが

ら聞かれなかった。 

●高知で園芸連の

大会があった 18日、

高知県選出の山本

有二農林水産相が

都内で開かれたパ

ーティーで、TPP承認案について「強行採決

するかどうかは、佐

藤さんが決める」と

発言。 

●高知出身の福井照

衆院議員（自民）が 9月 29日、所属する二

階派の会合で「委員会で西川（公也）先生

の思いを強行採決という形で実現するよう

に頑張る」と述べ、TPP特別委員を辞任した

ばかり。大臣は慎重な審議を通して国民に

信を問う責任がある。審議に入ってすぐ数

の力で押し切ることを公言するとは…。 

●農林漁業が基幹産業の本県選出・出身議

員のこのような発言は聞くに忍びない。 

 中でも山本大臣は選挙の時は TPP反対を唱

え、昨年 11月 15日に須崎市 JAまつりで「い

まのままでは反対」とまで言って、署名ま

でしてい

る。 

公約を

投げ捨て

国会での

論議その

ものを否

定する言

動は大臣

として許

されな 

い。即 

刻辞任 

すべき 

である。 

吉良富彦事務所 855-9439 愛宕商店街 

議会控室       823-9524 県議会内 

 

法律･生活相談 無料

●11月 10日(木)午後６時～８時  

●場所 愛宕商店街 吉良事務所 

●皿田幸憲弁護士(よつば法律事務所) 

問合せ：088-855-9439 
※毎月第 2木曜日に開催。お気軽にご利用下さい。 


